
2021 年１月８日 

 

吸収分割に係る事後開示書類 

 

東京都墨田区押上二丁目８番２号 

岡 部 株 式 会 社      

代表取締役社長執行役員 廣渡 眞 

 

東京都墨田区押上二丁目８番２号 

株式会社富士ボルト製作所 

代表取締役社長        河瀬 博英 

 

 

岡部株式会社（以下、「岡部」といいます。）と株式会社富士ボルト製作所（以下、「富士ボルト」

といいます。）は、2020 年 10 月 30日に締結した吸収分割契約書に基づき、2021 年１月１日を効力発

生日として、富士ボルトの保有する株式会社富士機材（以下、「富士機材」といいます。）の株式全部

を岡部に承継させる吸収分割(以下、「本吸収分割」といいます。)を行いました。 

そこで、岡部および富士ボルトは、会社法第 791 条第１項１号および会社法施行規則第 189 条の定

めに従い、下記のとおり本吸収分割に関する事項を記載した本書面を作成し、それぞれ会社法第 791

条第２項または第 801 条第３項第 2号に基づき、本書面を本店に備え置くことといたします。 

 

１． 本吸収分割が効力を生じた日（会社法施行規則第 189 条第１号） 

2021 年１月１日 

 

２． 吸収分割会社における法定手続きの経過（会社法施行規則第 189 条第２号） 

(１) 会社法第 784 条の２の規定による請求に係る手続きの経過 

会社法第 784 条の２の規定に基づく請求を行った株主はありませんでした。 

 

(２) 会社法第 785 条の規定による手続きの経過 

会社法第 785 条第１項の規定に基づく請求については、富士ボルトは岡部の完全子会社であ

ったため、反対株主の株式買取請求手続は行っておりません。 

 

(３) 会社法第 787 条の規定による手続きの経過 

会社法第 787 条第１項の規定による新株予約権買取請求権については、富士ボルトが同請求

の対象となる新株予約権を発行していないため、該当事項はありません。 

  



(４) 会社法第 789 条の規定による手続きの経過 

吸収分割承継会社である岡部は、本吸収分割により、一切の債務を承継せず、本吸収分割後、

富士ボルトに対して債務の履行を請求することができない債権者は存在しないため、会社法第

789 条の規定による手続きについて、該当事項はありません。 

 

３． 吸収分割承継会社である岡部における法定手続きの経過（会社法施行規則第 189 条第３号） 

(１) 会社法第 796 条の２の規定による請求に係る手続きの経過 

本吸収分割は、会社法第 796 条第２項本文に規定する場合に該当するため、会社法第 796 条

の２ただし書より、岡部の株主は、同条に基づいて本吸収分割をやめることを請求する権利を

有しないことから、該当事項はありません。 

 

(２) 会社法第 797 条の規定による手続きの経過 

吸収分割承継会社である岡部は、会社法第 797条第３項および同条第４項の規定により、2020

年 11 月 16 日付の電子公告において、株主に対し、本吸収分割についての公告を行ったところ、

本吸収分割に反対する株主はありませんでした。 

 なお、本吸収分割は、会社法第 796 条第２項本文に規定する場合に該当するため、会社法第

797 条第１項ただし書より、岡部の株主は、同項の規定に基づいて株式買取請求権を有しない

ことから、該当事項はありません。 

 

(３) 会社法第 799 条の規定による手続きの経過 

吸収分割承継会社である岡部は、会社法第 799 条第２項および第３項ならびに定款第５条の

規定に基づき、2020 年 11 月 16 日付の官報および同日付の電子公告において、債権者に対し、

本吸収分割に対する異議申述の公告を行いましたが、会社法第 799 条第１項の規定に基づいて

異議を述べた債権者はありませんでした。 

 

４． 承継した重要な権利義務に関する事項（会社法施行規則第 189 条第４号） 

岡部は、本吸収分割の効力発生日である 2021 年１月１日をもって、富士ボルトから、富士ボル

トの保有する富士機材の株式全部を承継いたしました。 

 

５． 変更登記日（会社法施行規則第 189 条第５号） 

本吸収分割による吸収分割会社および吸収分割承継会社の変更登記申請は、2021 年１月７日に

実施しております。 

 

６． その他吸収分割に関する重要な事項（会社法施行規則第 189 条第６号） 

該当する事項はありません。 

 

以 上 






















